
茨木市の
高齢者と認知症について



認知症の男女比（65歳以上）
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KDBシステムより抽出

茨木市：国の男女比とほぼ同じ傾向がみられる。

厚生労働省 社会保障審議会介護保険部会（第78回）
資料より引用し、作成



認知症の原因疾患

KDBシステムより抽出

茨木市：75歳以上では、アルツハイマー病が最も多い。
血管性の認知症の割合も半数近くと多い。
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茨木市の認知症原因疾患（重複あり・75歳以上）
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（参考）国の認知症の原因疾患

n=987

※１…認知症の症状がないアルツハイマー病は除く 厚生労働省 社会保障審議会介護保険部会（第78回）資料より
引用し、作成



令和２年度茨木市後期高齢者医療保険被保険者の状況

75歳以上被保険者数 医療機関受診あり うち、生活習慣病対象者 歯科受診あり

（人） 34,282 32,981 27,152 20,184

（％） 96.2 79.2 58.9

KDBより抽出（後期高齢者医療保険被保険者データ）

KDBシステムより抽出



認知症の相談ができる診療所、病院、
受診ができる病院の詳細

在宅ケア歯科ステーション、
町の薬局はあなたの身近な相談所



令和２年度茨木市後期高齢者医療保険被保険者の状況

・生活習慣病は「血管性等の認知症」の原因となりうるものであり、医療機関と
連携をより密にすることにより、予防介入や早期対応が充実すると考える。

・医科受診により服薬処方を受けている被保険者も多いと考えると、
薬局とのさらなる連携も重要であると考える。

・近年、歯周病と認知症の関係も言われており、歯科受診者にもMCIを含む初期
支援対象者はいると思われるため、歯科医院との連携も重要であると考える。

75歳以上被保険者数 医療機関受診あり うち、生活習慣病対象者 歯科受診あり

（人） 34,282 32,981 27,152 20,184

（％） 96.2 79.2 58.9

KDBより抽出（後期高齢者医療保険被保険者データ） KDBシステムより抽出



地域包括支援センターにおける認知症に関する相談対応状況

・地域包括支援センターにおける認知症に関する相談件数は増加している。

・対象者への対応の中で、医療機関と連携している事例の割合も増加している。

認知症に関する相談 うち、医療機関と連携
R元 1,599 27
R2 1,792 42
R3 2,075 52

（件）



茨木市の高齢者と認知症について

今後も引き続き、
認知症初期集中支援チームについて
普及活動を行うとともに、
地域における初期集中支援のための体制づくりに
関係機関の理解と協力を求めていく必要があると
考える。


